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※全国高等学校駅伝競走大会を振り返って 
陸上競技部 主将　藤本駿世

　本大会は「3位入賞」と「2時間3分切り」を目標に掲げ、部員一
丸となって挑んできました。結果は23位となり、タイムも目標
には届かず、大会を終えることとなりました。序盤から苦しい展
開でのレースとなり、駅伝の難しさを 実感しました。しかし、こ
の経験は必ずや部員全員の今後の競技において必ず意味のあ
るものになると思います。後輩には、自分たちで決めた目標
達成のための取り組みとして、今後の競技・生活のなかで甘さ
を捨て、チームとして強い集団を目指して頑張ってほしいと思
います。 最後になりますが、沢山のご支援とご声援本当にあり
がとうございました。

※御　　礼 陸上競技部 監督　高橋正仁
 　第73回全国高等学校駅伝競走大会出場に際し、多くの方々
から御支援と御協力を頂き、心より感謝と御礼を申し上げます。 
今大会に向けて、前回大会が入賞まであと一歩と迫る9位で
終え、『3位入賞』を目標に掲げてこの1年、練習に邁進してきま
した。その中で大野聖登という絶対的エースをはじめ、力ある
3年生が都大路に向けてチームカを高めてくれました。結果とし
て目標達成は叶いませんでしたが、生徒一人ひとりがエースの
遅れを取り戻すべく走り切ってくれたことに、生徒のチームを
思う気持ちを感じました。そして最後に私が考える高校スポー
ツは、成功や失敗を繰り返しながら『人として成長していくこ
と』が成長の鍵だと思っています。いかに自分と向き合い、競技
あるいは人と接していけるかだと思っています。第73回全国高
校駅伝は終わってしまいましたが、次年度に向けてスタートを
しています。これからも秋田工業高校陸上競技部に対する御支
援と御協力の程、宜しくお願い致します。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

※初戦突破(松山聖稜に雪辱)秋田工業22－7松山聖陵（愛媛）

◎伊東真吾監督
　相手の松山聖陵には前回大会と春の選抜大会で連敗しており
対戦が決まって卒業生のリベンジをしなきゃという思いで選手
も気持ちの入った練習ができた。テンションが上がって良い試合

ができた。（連敗の反省から）ぶつ
かり合いなどラグビーの基本的
なことを徹底してきた。もう一度
強い秋田を取り戻したい。そのた
めにディフェンスとタックルにこ
だわっていきたい。

※2回戦 秋田工業32-7東海大静岡翔洋

　過去15度の花園歴代最多優勝を誇る秋田工が32－7で東海
大静岡翔洋を下し、2大会ぶりの3回戦進出を決めた。 同歴代最
多勝利数を「136」に伸ばした。
　秋工が試合開始早々に主導権を握った。前半5分。FB黒沢航希
（3年）が先制トライを奪い、チームに勢いを与える。同16分にペ
ナルティーゴールで追加点を挙げ、その後は3連続トライ。20-0
で前半を折り返した。後半開始直後にはゴール前ラックから最
後は再び黒沢が左中間にトライ。2試合連続2トライの大活躍で、
「花園で年越し」に大きく貢献した。 濃紺と白のしまのジャー
ジーが躍動した。接点で力を見せつけ、相手に流れを渡さなかっ
た。風上の前半はターンオーバーを獲得して攻撃につなげた。
FL大沢空（くうあ、2年）らの正確なタックルで、次々にボールを
奪った。相手の反則も誘発し、敵陣での攻撃時間を増やした。風下
の後半は守備の時間が多くなり反則も増えたが要所での守備が
光り、1トライに抑えた。伝統校としてのプライドがある。花園
出場70度、同優勝15度はともに全国最多だ。チーム目標であり、
東北勢として10大会ぶりとなる「花園8強」を狙う。

※3回戦 秋田工業3-52東福岡

　15度の最多優勝を
誇る秋工ですが、先制
点をペナルティーゴー
ルで得るもAシード優
勝候補の東福岡に力負
けし、ベスト8に進めま
せんでした。

記 事　ラグビー後援会 船木政秋氏  (HP掲載記事から) 記 事　嵯峨  良平  (昭和43年電気科卒)

◎鈴木主将：(東福岡の)1人1人の能力が高かった。1対1で抜か
　れる部分もあった。
◎伊東真吾監督(48)：選手らは頑張ってくれた。花園に入ってか
　らも、選手たちの成長を見ることができた。東福岡さんが強かっ
　た。強いチームと最後に戦うことができて良かったと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

※3月25日1回戦：秋田工業 対 高川学園(高知)

　熊谷ラグビー場で選抜高校ラグビー大会があり、1回戦は初出
場の高知県の高川学園戦です。高崎の自宅から車で熊谷の会場
まで行きましたが、ちょっと早く着いたので秋工戦の1試合前の
「東福岡 対 川越東」戦を見ました。東福岡は強豪校で、秋田工業
が勝てば2回戦で対戦する相手です。また秋田工業が負けた場
合は、川越東と敗者戦の相手になります。東福岡と川越東はどち
らが勝っても負けても翌日の相手になるのでしっかり試合内容
を見ました。東福岡は強豪校だけあって、固く厚い守備と攻撃力
が相変わらず光っていました。また川越東が結構東福岡に対抗
していて、明日秋田工業と当たったら苦労しそうな印象でした。
結果は予想通り東福岡が勝ち、明日の秋工対戦相手は川越東に
決まりました。
　東福岡と川越東戦が終
わり、いよいよ秋工と高川
学園戦です。高川学園は初
出場で選手層や試合運びな
ど不明でしたが、選手の体
格は秋田工業選手よりも頑
丈そうに見えました。やはり
試合結果は高川学園選手
の体格が上回り18-12で残
念ながら秋田工業は負けて
しまいました。負けたので
明日の試合はBグランドで
敗者戦を行うことに決まり
ました。
　秋田中央も負けたので、
明日は秋田工業戦の1試合前に同じBグランドで敗者戦です。

　なお熊谷ラグビー場は、雨だったが桜が満開でした。レイン
コートを着て傘を差して応援したが、靴はびしょ濡れになってし
まいました。

※3月26日1回戦：秋田工業 対 川越東

　午前中の試合だったので高崎の自宅を8時半ころ出発し、熊谷
ラクビー場に着き、雨なので車の中でレインコートを着てから傘
を持って試合場に向かいました。到着が早かったので、1試合前
の秋田中央対流通大柏戦を最初から見ることができました。
秋田中央は頑張ったが敗れてしまいました。
　次の秋田工業と川越東戦
が始まりました。川越東の
選手は体格が秋田工業選手
よりも若干勝っていて、かつ
鋭く素早い当たりで秋工選
手が苦労させられました。
また雨でボールと足が滑っ
て思うような活躍ができな
かったと感じました。試合結
果はどちらも2トライだった
が、12対10で秋工が競り負
けでした。
　しかし秋田工業選手の展
開力も素早く、光るものが見
えました。長所を活かし一層
の強化をして年末の花園で
の活躍を期待します。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

2023(団体戦)
　3月20日（月）四谷の中華
料理「喜賓」に於いて、17：10
～19：10間に第45回全国
高等学校柔道選手権大会に
出場する秋田工業柔道部の
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